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研究成果の概要（和文）：本研究のでは、急性腎障害(AKI)におけるADMAの動態を検討し、ADMA上昇の機序を、さらに
は上昇したADMAが如何に腎障害に関与するか明らかにするため、以下の検討を行った。(基礎研究）虚血再還流モデル
を用いた検討では、ADMAが蓄積し、その上昇が腎微小血管障害を介して、その病態に関与することが明らかとなった。
(臨床研究）待機的冠動脈造影を行う55名の患者において、造影剤の使用は明らかにADMAを増加させ、その上昇が検査
以降のGFRの低下率に関与する可能性が示唆された。これらの結果より、ADMAが急性腎障害の病態に深く関与し、あら
たな予防や治療標的となり得ることが見出された。

研究成果の概要（英文）：Injury to the renal vasculature plays important roles in the pathogenesis of acute
 kidney injury (AKI). Asymmetric dimethylarginine (ADMA), an endogenous NO synthase inhibitor, could enhan
ce kidney injury during AKI by causing vascular damage. (Basic research) We investigated the roles of ADMA
 in AKI using ischemia/reperfusion (I/R)-induced renal injury model mice. I/R injury-induced oxidative str
ess may reduce DDAH, a degradading enzyme for ADMA, expression and cause ADMA accumulation, which may cont
ribute to capillary loss and tubular necrosis in the kidney. (Clinical research) We next investigated whet
her ADMA could be a predictor for AKI in 55 patients undergoing elective coronary angiography (CAG). Altho
ugh no cases of obvious AKI assessed by changes in creatinine levels were identified, administration of co
ntrast medium caused significant increases in plasma ADMA levels. Further, eleveted ADMA was tended to cor
related to annual eGFR loss in these subjects.
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１．研究開始当初の背景 
近年、急性腎障害(AKI)は、生命予後や多

臓器不全、CKD への移行することが明らか
となり、この疾患の重要性が認識されている。
これまで AKI では尿細管細胞障害が病態の
主体であると考えられてきたが、近年傍尿細
管毛細血管における血流異常・内皮障害も
AKI の病態に深く関与することが明らかと
なってきている。 
また非対称性ジメチルアルギニン(ADMA)

は内因性の血管内皮障害因子であり、移植腎
の生着や長期腎予後のマーカーとなり得る
こと、また ICU 入院患者の多臓器不全や生命
予後のリスク因子であることが報告された。 
したがって、AKI で上昇した ADMA（あ

るいは元々ADMA レベルの高い患者）は、
AKI 時の生命予後、腎障害の増悪因子、ある
いは CKD への移行を説明できる重要な因子
であることが予想される。以上より、AKI 時
の ADMA の動態や病態における役割を明ら
かにし、その制御方法を探索することは、AKI
の治療法を確立するために重要と考えられ
る。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、AKI における ADMA やそ
の関連酵素の動態を検討し、ADMA 上昇の分
子メカニズムを、さらには上昇した ADMA
が如何に臓器障害(特に腎障害)や生命予後に
関与するか明らかにし、AKI の新たな治療戦
略を開発することである。 
 
３．研究の方法 
 
1). AKI モデル動物における ADMA の動態、役
割の解明 
AKI のモデル動物として虚血再還流(IR)モデ
ルを作成し、血中、尿中のジメチルアルギニ
ン、これらの調節に重要な役割を果たす酵素
群の動態の検討を行う。また病態に果たす意
義を検討するために遺伝子改変マウス（DDAH 
Tg）及び持続ポンプにて ADMA を上昇させた
群に、虚血再還流を惹起し病態に及ぼす影響
を検討する。 
 
2). ADMA はヒト AKIのリスク予期因子となり
得るかの検討 
待機的冠動脈造影検査予定のCKD患者の施行
前の ADMA と造影剤腎症発症との関連を、ま
た造影剤使用によるADMAの動態を検討する。 
 
 
４．研究成果 
AKI モデルマウスとして虚血再還流モデル
(I/R)を作成し、検討を行ったところ、ごく
早期より、腎における ADMA の代謝酵素であ
る DDAH の発現が著明に低下し、それに伴い
血中、組織中の ADMA が蓄積することが観察
された。この低下の程度は I/R に伴う酸化ス

トレスの程度と密接に関与し、抗酸化剤やプ
ロテアソームインヒビターの前投与により
ほぼ完全に抑制された。また皮下ポンプによ
る ADMA の持続投与を行うと、I/R に伴う内皮
の脱落、尿細管壊死、腎機能障害がさらに増
悪すること、また DDAH の過剰発現マウスで
は ADMA の低下に伴い、これらの変化は軽減
され、腎機能障害が予防できることが明らか
となった。これらの結果から、I/R に伴う酸
化ストレスの亢進とそれに伴うプロテオソ
ーム依存性の DDAH 分解による ADMA の蓄積が
微小血管障害を介してAKIの病態に深く関与
することが明らかとなった。 
 
当院心臓血管内科で待機的冠動脈造影を行
った 55 名を対象とし造影剤使用前後での
ADMA の動態、病態への関与の検討を行った。 
対象患者のベースラインは年齢 68.8±20.6
歳、血清Cr0.95±0.31mg/dl、eGFR 63.0±31.5 
ml/min/1.73m2 、 造 影 剤 使 用 量 は
100.5±110.8ml であった。この患者群では、
血清 Crや尿中 Ngal は有意な上昇は認めなか
ったが、造影剤使用翌日では、高感度 CRP 
(1725.5±4124.7→4201.3±1529.4ng/ml)、
血清 ADMA(0.57±0.11→0.62±0.09nmol/ml)、
尿 中 8OHdG(11.38±5.73 →
12.66±6.13ng/gCr)と有意に上昇していた。
今回の対象とした症例では造影剤腎症の発
症を認めず、術前の ADMA が AKI の予期マー
カーとなり得るか否かは不明であったが、こ
れら上昇したマーカーとその後のGFRの低下
率との関連が見出された。 
 
以上の結果より、ADMA-DDAH 系は AKI の病態
に深く関与し、新たな予防手段の確率や治療
標的になり得ると考えられた。 
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